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環境心理生理運営委員会 議事録  2011 年度 第 3 回 

文責 辻村 

 

A.A.A.A.    【【【【日日日日    時時時時】】】】 2011年 9月 22日 木曜日(17:30～19:30) 

B.B.B.B.    【【【【場場場場    所所所所】】】】    建築会館 会議室 

CCCC....    【【【【出席出席出席出席者者者者】】】】    松原斎樹(主査)、辻村壮平(幹事)、大井尚行、大石洋之、合掌顕、宗方淳 

順不同・敬称略 

DDDD....    【【【【配布資料配布資料配布資料配布資料】】】】    2011年度 第 2回環境心理生理運営委員会議事録（案） 

 2011年度 第 2回環境工学本委員会資料の抜粋 

 2012年度 感覚・知覚小委員会 委員会活動計画案 

 2012年度 感覚・知覚小委員会 調査研究委員会主催催し物 企画書 

 2011年度 第 2回感覚・知覚小委員会 議事メモ（案） 

EEEE....    【【【【報告報告報告報告事項事項事項事項】】】】    

1. 第 2 回環境心理生理運営委員会議事録(案)の確認 

前回議事録（案）の確認を行った。記載内容について修正に関する指摘・意見が特になか

ったため、正式な議事録として承認された。 

2. 第 2 回環境工学本委員会の報告 

■ 第 1回環境工学本委員会議事録を確認した。 

■ 学術推進委員会報告から本運営委員会に関連する項目を松原主査が報告した。 

○ 2010年度出版物販売状況 

環境心理生理分野に関する委託発行図書の発行部数及び販売等部数を松原主査が報

告した。 

○ 刊行本講習会の開催状況 

構造・材料分野で活発に実施されており、環境工学分野においても講習会活動の活

発化が望まれている。 

○ 東日本大震災調査復興支援本部の動向 

東日本大震災調査復興支援本部の構成を確認し、現在の活動状況や今後の活動予定

を確認した。 

○ 2012年度大会に関する検討依頼 

2012年度大会に関して、大会は 2012年 9月 12日(水)～14日(金)の期間に名古屋大学

で開催され、原稿の電子投稿の締め切りは 2012年 4月 10日(火)、プログラム編成会議

の開催は 4月 27日(金)であることを松原主査が報告した。2012年度大会においても環

境心理生理分野で OSを実施することは決まっているが、テーマに関してはまだ議論が

必要である。OSの企画提出の締め切りは 2011年 11月 21日である。 

また、PD については、光環境分野と設備分野から、『エネルギーとライフスタイル

のあり方(案)』、『東日本大震災に伴う節電環境から考えるこれからの設備計画(仮)』と

いう 2つのテーマが挙がっている。 

○ 2012年度開始特別研究委員会公募 

設置提案の応募の締め切り日は 2011 年 10 月 28 日である。環境工学分野の運営委
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員会からは現時点でまだ提案がない。 

○ 2012年度開始[若手奨励]特別研究委員会公募 

応募条件として、委員は全員 40 歳以下で、設置提案の応募の締め切り日は 2011 年

10 月 28 日である。 

○ 2012年度技術部門設計競技の課題検討ならびに実施の依頼 

本運営委員会からは提案しないことになっている。 

○ 2012年度予算配分方法 

2011 年度の予算配分算定表を基に、予算配分の方法を松原主査が説明した。環境工

学分野は他の分野に比べて予算消化率が低い。この理由として、企画刊行運営委員会

の予算消化率が低いことが挙げられ、企画刊行運営委員会の予算は刊行の企画のみで

しか使用できないため、刊行を増さなければ予算を消化しきれない現状である。 

■ 震災対応 WG の活動状況を松原主査が報告した。本運営委員会からは震災対応とし

ては、①非難所や仮設住宅におけるニーズ把握の重要性、②エネルギー消費の少ない住

まい方の提案、③次の災害に備えた地域住民の防災意識・非難意識の早急な把握、を提

案した。 

■ 業績候補の推薦 

○ 大賞業績候補者 

過去 2年間は木村翔先生の名前が候補として挙がっていた。本年度は未定。 

○ 教育賞（教育業績）候補者 

安岡先生と荒谷先生が候補者として挙がっている。 

■ 2012年度活動計画案・予算原案および関係書類の提出 

2011年 10月 28日が締め切りとなっている旨を再確認し、各小委員会主査へ期限まで

に取りまとめをお願いした。 

■ 直営刊行物の絶版（在庫処分） 

直営刊行物で絶版となる出版物が紹介された。絶版の対象は、刊行後 10 年以上が経

過し、2008年度～2010年度の棚卸しにおいて、3年連続して税制上の資産評価がゼロの

刊行物である。 

3. 各小委員会の報告 

■ 環境心理小委員会の活動報告 

環境心理小委員会の主査である宗方委員が活動報告を行った。2011年 8月に第 11回環

境心理生理チュートリアルを開催し（参加者は 48 名）、現在は来年度のチュートリアル

のテーマを企画中である。また、来年度には小研究会（計画系研究者に研究発表をして

もらう）も企画したい。 

■ ヒューマナイジング小委員会 

ヒューマナイジング小委員会の委員である大井委員が活動報告を行った。2011 年 8 月

に宇治川さんを講師としたシンポジウムを開催した。 

■ 感覚知覚心理小委員会 

感覚知覚心理小委員会の委員である合掌委員が活動報告を行った。2011年 11月に第 10

回シンポジウムを開催する。 
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FFFF....    【【【【審議審議審議審議事項事項事項事項】】】】    

1. 次回の環境心理生理運営委員会の開催日程について 

次回の本運営委員会の開催日を議論し、次回開催日を 2011年 11月 8日(火)とした。さら

に、次々回の開催日まで議論し、ひとまずの候補日として 2012年 2月 22日(水)に決まった。 

GGGG....    【【【【次回次回次回次回のののの開催日程開催日程開催日程開催日程】】】】    

2011年 11月 8日(火) 17:30～19:30 

 

 

 以上 

 


